
６年 「ふみ出そう未来へ」ストーリーマップ （１２時間） 大牟田市立銀水小学校

目 標 ：コンピューター等を上手に活用してよりよい社会を築いていこうとする態度を育て、情報化社会がコンピューターをはじめとする情報技術に支えられていることに気付くことができる。

①課題を見出す力 ②批判的に考える力 ③未来を予測して計画を立てる力 ④多面的，総合的に考える力 ⑤コミュニケーションを行う力 ⑥他者と協力する態度⑦つながりを尊重する態度 ⑧進んで参加する態度
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「Society5.0」とは何かを知ろう。
（２時間）

１）情報化社会について知り、情報

化社会に生きる自分たちに何がで

きるかの課題を設定する。①

情報化社会で生きる自分たちが

できることについて知ろう。

２）情報化社会の「情報」とは何か、

ツールは何かを考え、話し合い、

これからもっと調べたいことにつ

いての学習計画を立てる。 ①③

本 パンフレット ロボット

ビデオ

プログラミングを使ってロボット
を動かそう。 （６時間）

１）自動車ロボットを動かすプログ

ラミングの記述の仕方に慣れる。

④⑥

２）プログラミングの練習をする。

④⑥

３）班で協力しながら入力・試行・

修正を試行錯誤し、一連のサイク

ルでロボットを動かす。 ④⑥

・学校、先生方

・パンフレット コンピューター

ロボット

フローチャートを作る。
（１時間）

１）グループに分かれ、活動の計画

を立てる。①③

・Society5.0について知る。
・プログラミングで何ができるか

を知り、自分たちでプログラミ

ングを活用して何をするかを考

え、計画する。

２）プログラミングをする際に担当

(リーダー、センサー、車の動き）

を役割分担する。

・学校、先生

・パンフレット コンピューター

ロボット

「Society5.0」の社会でどのように生き
ていきたいかを考え、学習したことを伝え
よう。 （３時間）

１）Society5.0 の社会（情報化社会）でどの
ように生きていきたいかを考え、話し合

い、感想を交流する。 ⑧

２）学習したことを発表し、単元のまとめ

をする。 ⑤

・保護者、地域の方、先生方、在校生に

発信する。

・新聞 ・リーフレット ・パンフレット

・プレゼンテーション ・ビデオ

ステージ１ 行動・発信・振り返りステージ２課題設定

《国語》
「メディアと人間社会」

《国語》
「プログラミングで未来を創

る」


